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(1) 本学の博士後期課程の入学時期は、『４月』および『１０月』としています。 

このため本課程の入学試験は、「夏季選抜」、「冬季選抜」を実施します。 

(2) 入学時期とそれに対応する選抜は、次のようになっていますので、留意してください。 

希望する入学時期 受験が必要な選抜 

１０月入学 夏季選抜 

４月入学 夏季選抜または冬季選抜 

      

(3) 上記選考の他、「追加選抜」を行う場合があります。 
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☆お問い合わせおよび本学の見学を希望される場合は、下記までご連絡ください。 
 

豊田工業大学大学院  入学試験事務室 
〒468‐8511 名古屋市天白区久方 2-12-1 

電  話：  (052)809-1723 
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E-mail：research＠toyota-ti.ac.jp

出願に当たっての留意事項 
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豊田工業大学大学院博士後期課程アドミッション・ポリシー 
 
科学技術の進歩は、人間の生活と社会の発展に大きく貢献してきましたが、環境問題などの困

難な問題も引き起こしており、その解決が待たれています。 
本学は、建学の理念「研究と創造に心を致し、常に時流に先んずべし」に基づいて、科学技術

の新たな可能性の開拓と人類が直面する課題の解決に貢献するために、豊かな人間性に加え、広

い学識と総合的視野を備え、未知の課題に挑戦して先進的な研究を行い、新技術を開拓する能力

を有する創造的で実践的な開発型の技術者・研究者を育成することを使命としています。 
 
博士（後期）課程においては、「高度な専門性を重視した教育と創造的な研究などの体験的教

育を行うことにより、先端的専門分野に留まらず、新しい境界領域を切り拓くリーダーとして、

国際的に十分活躍できる技術者・研究者を育成すること。」を教育目標として、次のような学生

を広く求めています。 

ⅰ理工学分野の専門基礎知識と修士相当の研究経験と能力を有している人 

ⅱ課題と目標を把握して自ら進んで解決策を創り出し、実行する意欲と能力を備えるととも

に、継続的に自己啓発できる人  

ⅲ科学技術に関する国際的な視野を持つとともに、学際領域を含む理工学を開拓する意欲があ 
 り、将来、理工学を通じて人類や社会の持続的な発展に貢献することを志している人 

ⅳ論理的に考え、国内外の技術者・研究者などと的確に意思疎通を行う能力がある人 

ⅴ互いの人格を尊重し、自らの個性を発揮しつつ、他の人と協働して課題発見・設定、課題解 
 決に取り組むことのできる人 

 
 
 

個人情報の取り扱いについて 
 
 出願および入学手続きに当たってお知らせいただいた氏名、住所その他の個人情報は、①入学

試験実施（出願処理・試験実施）②合格発表③入学手続と、これらに付随する事項を行うために

利用します。 
 上記の業務での利用に当たっては、その一部の業務を本学より当該業務の委託を受けた業者（以

下、「受託業者」という。）において行うことがあります。業務委託にあたり、受託業者に対して、

お知らせいただいた個人情報の全部または一部を提供することがあります。 
 入学者選抜に用いた試験成績は、今後の入学者選抜方法の検討資料の作成のために利用します。

予めご了承下さい。 
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Ⅰ．一般選抜  
 

 

 1．専攻および募集人員                                                                                      
 

専 攻 名 2021年10月入学 2022年 4月入学 

情報援用工学専攻 ６ 名 

極 限 材 料 専 攻 ６ 名 

     (注)募集人員は、社会人選抜および留学生選抜を含む。 

 

 

 ２．出 願 資 格 

 

次の(1)～(3)のいずれかに該当する者 

 

(1) 修士の学位又は専門職学位を有する者及び入学月の前月末日までに修士の学位又は専門職学位を 

授与される見込みの者 

(2) 学校教育法施行規則第１５６条の規定により、修士の学位又は専門職学位を有する者及び 

入学月の前月末日までに修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与される見込みの者と 

同等以上の学力があると認められる者 

(3) その他本学大学院において、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると 

認めた者 

 

【注】 上記(2)および(3)の資格で出願する場合は、事前にその資格の審査等が必要となります 

       ので、次の期日までに、必ず本学入学試験事務室まで問い合わせてください。 

         ◎ 夏季選抜 ：２０２１年   ６月 １４日  (月) 

         ◎ 冬季選抜 ：２０２１年 １０月 １１日  (月) 

            

                   

 

３．入 学 者 の 選 考  

 

(1) 選考方法        筆記試験（英語）および面接試験を実施します。 

(2) 合否判定        筆記試験、面接試験の各結果ならびに出願書類の内容に基づいて総合的に判定します。 
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 ４．選考方法の概要  

 

(1) 筆記試験 

外国語科目    英語（読解力） 

 

(2) 面接試験 

提出された書類および修士課程における研究（修士課程修了者は修士論文）または研究業績に 
ついての口頭発表（下記【注】参照）に基づいて試問し、基礎学力、専門分野の学力、研究 
能力および学問研究に対する問題意識、勉学・研究意欲等について評価します。 

 
【注】面接試験の一部として、修士課程における研究（修士論文）の内容または企業等に 

おける研究の内容についての発表を義務づけていますので、試験日までに発表用資料等 
を準備しておいてください。 

◎発表方法     原則としてプロジェクターを使用 
◎発表時間     １５分 

 
 
 ５．選抜日程、試験場  

 

 夏 季 選 抜 冬 季 選 抜 

選抜日 

2021年7月22日(木) 

①筆記試験    11：00～12：00 

②面接試験    筆記試験終了後 

2021年11月18日(木) 

①筆記試験    11：00～12：00 

②面接試験    筆記試験終了後 

合格発表 

2021年8月2日(月) 2021年12月3日(金) 

◎受験者全員に、選考結果を郵便により通知します。 

◎合格者には、後日、入学手続書類を郵送します。 

 

  〔試 験 場〕 豊田工業大学 
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Ⅱ．社会人選抜  
 

 

1．専攻および募集人員                                                                                      
 

専 攻 名 2021年10月入学 2022年 4月入学 

情報援用工学専攻 ６ 名 

極 限 材 料 専 攻 ６ 名 

(注)募集人員は、一般選抜および留学生選抜を含む。 

 

 

２．出願資格および出願要件 

 

企業、研究機関等において、所定期間以上(下記【注①】参照）研究または技術的業務に従事した実務経験を 

有する者で、次の(1)～(3)のいずれかに該当する者 

 

(1) 修士の学位又は専門職学位を有する者及び入学月の前月末日までに修士の学位又は専門職学位を 

授与される見込みの者 

(2) 学校教育法施行規則第１５６条の規定により、修士の学位又は専門職学位を有する者及び入学月の 

前月末日までに修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与される見込みの者と同等以上の学力が 

あると認められる者 

(3) その他本学大学院において、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると 

認めた者 

 

 【注①】必要な実務経験年数 

修士課程を修了等の後、２年以上。ただし、企業等に勤務しており、その所属長が推薦する 

場合は1年以上。 

 

【注②】上記(2)および(3)の資格で出願する場合は、事前にその資格の審査等が必要となりますので、 

次の期日までに、必ず本学入学試験事務室まで問い合わせてください。 

         ◎ 夏季選抜 ：２０２１年 ６月  １４日  (月) 

         ◎ 冬季選抜 ：２０２１年 １０月  １１日  (月) 

 

          

３．入 学 者 の 選 考  

 

(1) 選考方法        筆記試験 （英語）および面接試験を実施します。 

(2) 合否判定        筆記試験、面接試験の各結果ならびに出願書類の内容に基づいて総合的に判定します。 
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 ４．選考方法の概要  

 

(1) 筆記試験 

外国語科目    英語（読解力） 

 

(2) 面接試験 

提出された書類および修士論文（修士課程修了見込みの者は修士研究）または研究業績に 
ついての口頭発表（下記【注】参照）に基づいて試問し、基礎学力、専門分野の学力、研究 
能力および学問研究に対する問題意識、勉学・研究意欲等について評価します。 

 
【注】面接試験の一部として、修士論文の内容または企業等における研究の内容についての 

発表を義務づけていますので、試験日までに発表用資料等を準備しておいてください。 

◎発表方法     原則としてプロジェクターを使用 
◎発表時間     １５分 

 
 
 ５．選抜日程、試験場  

 

 夏 季 選 抜 冬 季 選 抜 

選抜日 

2021年7月22日(木) 

①筆記試験    11：00～12：00 

②面接試験    筆記試験終了後 

2021年11月18日(木) 

①筆記試験    11：00～12：00 

②面接試験    筆記試験終了後 

合格発表 

2021年8月2日(月) 2021年12月3日(金) 

◎受験者全員に、選考結果を郵便により通知します。 

◎合格者には、後日、入学手続書類を郵送します。 

 

  〔試 験 場〕 豊田工業大学 
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 Ⅲ．出願手続等  
 

 

 ６．出  願  手  続  

 

(1) 出願書類 

◎ 一般選抜の志願者は、下記の①～⑨の書類を提出してください。 

◎ 社会人選抜の志願者は、下記の①～⑩の書類を提出してください。 

 

書類等の名称 様  式 注  意  事  項  等 

①入学志願書 本 学 所 定 
必要事項を記入し、所定欄に出願前３ヵ月以内に撮影した写真を 

貼付してください。 

②履歴書 本 学 所 定 ― 

③修了(見込) 

証明書 
出身大学所定 

大学院修士課程の修了（見込）証明書 

(出身大学の学長または研究科長が作成したもの) 

(注) 本学大学院修士課程の修了者は、提出不要 

④調  査  書 本 学 所 定 

大学院修士課程の調査書 

(出身大学の指導教員が作成し、厳封したもの) 

※在学当時の指導教員が作成できない場合は、別途、ご相談ください。 

⑤成績証明書 出身大学所定 
学部の成績証明書（全学年）および大学院修士課程の成績証明書 

(出身大学の学長または学部長（研究科長）等が作成し、厳封したもの) 

⑥研究業績の 

概要 

様 式 自 由 

(Ａ４用紙 ) 

① 修士課程修了者は修士論文の内容を、修士課程修了見込みの 

者は修士研究の内容を、2000字（英語の場合は、500words） 

程度に要約した書類を提出してください。 

② 企業等での研究業績のある者は、①の代りに、その研究内容 

を要約した書類でも可 

(注) 書類の表題を「研究業績の概要」として、論文名 

（または研究名）および氏名を最初に記載してください。 

⑦研究および 

 業務上の 

 業績調書 

本 学 所 定 

研究業績（学術論文、研究報告、特許等）がある場合は、記入 

してください。 

(注) 学術論文等は、別刷またはコピーを添付してください。 

⑧受験票・ 

 写真票 
本 学 所 定 

必要事項を記入し、所定欄に写真（入学志願書と同一のもの）を 

貼付してください。 

⑨入学検定料 

振込連絡書 
本 学 所 定 

入学検定料を納入し、「振込連絡書」を受験票・写真票に貼付 

してください。 

⑩推  薦  書 本 学 所 定 

推薦書は、勤務先の所属長が作成したもの 

(注) 推薦書が提出できない場合は、入学試験事務室まで連絡 

してください。 

（注１）出願書類は、黒色のボールペンまたは万年筆を用いて、正確に記入してください。 

＊書類データが必要な場合はご連絡ください（ research＠toyota-ti.ac.jp ） 

（注２）「入学志願書」および「受験票・写真票」の年齢は、提出日現在の年齢を記入してください。 
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(2) 出願期間 

夏 季 選 抜 2021年 6月1日(火) ～ 6 月30日(水) 

冬 季 選 抜 2021年 10月1日(金) ～ 10月29日(金) 

 

(3) 出願方法 

① 郵  送   本学所定の封筒を使用して、出願期間内に必着するよう「書留」で送付して 

           ください。 

② 持  参   〈受付時間〉月～金曜日（祝日を除く）  ９：００～１７：００ 

土曜日                  ９：００～１２：００ 

 

(4) 送付・提出先   

〒468-8511   名古屋市天白区久方2-12-1 

豊田工業大学大学院  入学試験事務室(博士担当) 

 

 

 

 ７．教育研究分野および指導教員の志望  

 

出願に際しては、志望する教育研究分野および指導教員を選択のうえ、入学志願書に記入して 

ください。 

(注1) 本課程の教育研究分野、担当教員およびその主な研究テーマについては、「大学案内」、 

年報「研究活動」および本学ホームページ(http://ttiweb.toyota-ti.ac.jp/)の研究室紹介を 

参照してください。 

(注2) 志望する教育研究分野および指導教員は、事前に志望する指導教員との面談等によって 

研究内容等を確認の後、記入してください。 

＊ 担当教員との面談を希望する場合は、入学試験事務室まで電話、ＦＡＸまたは 

E-mailで連絡してください。 

      TEL：(052)809-1723 

FAX：(052)809-1721 

E-mail：research＠toyota-ti.ac.jp 

(注3) 本課程のカリキュラムについても、受験前に本学ホームページにてご確認ください。 

＊ 豊田工業大学ホーム（http://www.toyota-ti.ac.jp/）の上部メニューの｢学部・大学院 教育｣ 

 を選択して大学院博士後期課程の項目をご覧ください。 
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 ８．入学検定料納入方法  

 

◎入学検定料 

◎ 納 入 期 間 

２４，０００円 

夏季選抜または冬季選抜の各出願期間 

 

(1) 入学検定料は、本学所定の振込票で、最寄りの金融機関から電信扱いで振り込んでください。 

振り込み後、「振込連絡書」を受験票・写真票に貼付してください。また、「振込金受取書」 

は、本人が保管してください。 

 

（注）本学所定の振込票を使用しないで振り込んだ場合は、受験票・写真票の「入学検定料 

振込連絡書貼付欄」に、振込日・振込銀行名等を記入してください。 

 

(2) 納入された入学検定料については、特別な理由がない限り返還しません。 

 

 

 

 ９．受験票の交付  

 

受験票は、下記期日までに志願者の現住所または連絡先あてに送付します。 

受験票が下記期日までに届かない場合は、入学試験事務室まで連絡してください。 

・夏 季 選 抜 

・冬 季 選 抜 

  7月  8日（木） 

 11月11日（木） 

 

 

 

 

 10．受験上の注意事項  

 

(1) 筆記試験     受験票、筆記用具を持参してください。 

＊辞書の持込み可（ただし、電子辞書は不可） 

(2) 面接試験     受験票、口頭発表用の資料を持参してください。 

＊修士課程修了者は、修士論文(写)も持参してください。 

(3) 身体に障害がある者で、受験上・修学上特別な配慮を必要とするものは、事前に申し出てください。 
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 11．入  学  手  続  

 

(1) 入学手続期間（予定） 

 入学手続書類提出期限 入学金・授業料・保険料の納付期間 

2021年10月入学 2021年8月31日(火) 2021年8月17日(火)～8月31日(火) 

2022年 4月入学 2022年1月7日(金) 2022年1月6日(木)～1月21日(金) 

 

 

(2) 入学手続に関する注意事項 

①入学手続の詳細は、合格者に送付する「入学手続要項」により通知します。 

②入学手続完了者が次の期日までに入学を辞退した場合には、申し出により納付した授業料および 

 保険料を返還します。 

2021年10月入学 2021年9月30日(木)正午12時まで 

2022年 4月入学 2022年3月31日(木)正午12時まで 

 
 
 
 12．納  付  金 （予定） 

 

《納付額及び納入時期》 

 １   年   次 
２・３  年  次 

入 学 手 続 時 後  期（１０月） 

入 学 金 

授 業 料 

保険料（学研災）   

２６０，０００円 

３５０，０００円 

１，８００円 

― 

３５０，０００円 

― 

― 

年額 ７００，０００円 

― 

合 計 ６１１，８００円 ３５０，０００円 年額 ７００，０００円 

 

※1 上記納付金は 2021年 4月の実績であり、年度中に変更されることがあります。2022年度以降の納

付金につきましては、別途お知らせします。 

※2 本学修士課程から本学博士後期課程へ直接進学する場合は、入学金が免除になります。 

※3 学生教育研究災害傷害保険（3年分を一括徴収します） 

※4 上記納付額とは別に学研災付帯 学生生活総合保険28,300円（3年分）への加入を各自で行ってい

ただきます。10月入学者は年度途中での加入となるため、保険料は入学手続き時にお知らせします。 
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【付録】学生生活の支援について                                                                                                 

 

１．学生寮について 

良好な勉学環境の提供と経済援助の一環として、学生寮を設置しています。入寮は希望制で、空室がない場合 

や希望者が収容定員を超えた場合は、希望しても入寮できないことがあります。 

《寮の概要》 ◎ 個  室（洋室・19.8㎡） 

◎ 備  品：机、椅子、ハンガーラック、ベッド、インターネット接続端子、エアコン 

◎ 寮 費：３１,０００円／月（ガス・水道代込み） 

(注 1) 上記寮費は 2021年度の実績であり、2022年度は変更されることがあります。 

(注 2) 電気料金については個別契約となります。 

 

２．自動車通学について 

学内に学生用の自動車駐車場および駐輪場があり、指定された場所を利用することができます。（有料） 

駐車場利用の申請時期等については、別途掲示により連絡します(申請期間外でも随時申請可)。 

 

３．奨学金制度について 

本課程では、入学を認められた学生が研究に専念できるよう、次のような経済援助制度を設けています。 

『大学院博士後期課程奨学金制度』は、経済的事由等による学資の援助を必要とする学生のうち、学業成績・ 

人物ともに優秀で、かつ学修及び研究意欲が旺盛な学生の学業を支援・奨励することを目的としています。 

給 付 内 容 

(1)入学金の全額を給付 

(2)奨学金の給付（制度Ⅰ 月額20万円 ・ 制度Ⅱ 月額15万円） 

(2)授業料の全額給付 

選 考 方 法 
本課程入学試験合格者の中から、家計基準、学力基準を満たした上で、選考

委員会において決定する。 

給 付 人 数 １学年8名程度 

備 考 

原則、制度Ⅱを適用する。ただし、選考時、更新時において研究内容が極め

て優れていると認められた時は、制度Ⅰを適用する。１年毎に学業等の取組

み状況を評価し、奨学金の給付を減額することがある。 

 

４．ティーチング・アシスタント制度 

希望者については、選考のうえティーチング・アシスタント（学部・修士学生の演習・実験等の指導補助者） 

として採用し、手当を支給します。 

 

５．メンター制度 

学生の学術的な成長や社会性、国際性の涵養を目的として、メンター制度を導入している。産業界等に 

おいて研究開発の第一線で活躍してきた研究者・技術者をメンターとして選任し、豊富な経験と優れた 

見識を基にして、学生に対して継続的に各種の助言や指導を行う。 

対 象 者 本課程学生（原則として一般学生） 

メ ン タ ー 
産業界（企業、研究期間等）において10年程度以上、研究開発のリーダーを

経験した人で、原則として博士の学位を有する人 

指 導 内 容 

(a)産業界での仕事の取り組み方やマネジメント、将来のキャリア設計などに

関する助言。大学での学修・研究と産業界とのつながりを学ぶ機会の提供 

(b)博士論文研究へ助言と参考となる知識、情報の提供。 

(c)その他、研究活動全般にわたる助言。 

 

６．その他 

本学では、校内（学生寮含む）全面禁煙です。 
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【付録】大学院工学研究科博士後期課程 各専攻の教育研究分野                                                                                                 

 

①情報援用工学専攻 

教育研究分野 概要／授業科目／対象研究室 

情報通信 

・デバイス工学 

概  要 

高度情報化社会を支えるためには、爆発的に増大する情報の取得と処

理、さらには超広帯域で高信頼度の通信を実現するための技術が不可

欠である。そこで本分野では、先進光学材料や光の物理を基盤とした

レーザ科学とその応用、機能性光システムや集積光デバイス、新規半

導体材料やナノ構造を駆使した超高速高効率電子デバイスと低消費

電力システム、および高機能・高精度情報処理、などの研究を行う。 

授業科目 
(博士特別演習) 

(博士特別研究) 

・情報通信・デバイス工学特別演習 

・情報通信・デバイス工学特別研究 

対象研究室 電子デバイス、レーザ科学、システム光波工学、情報通信 

計算機 

・知能工学 

概  要 

情報科学的アプローチにより知的なシステムを構築することを目指

し、深層学習等の機械学習、およびオントロジー等の知識処理、論理

的・確率的な推論・探索、マルチメディア・自然言語処理といった基

盤技術の研究に加えて、これらの技術を統合・応用することにより、

人を含めた実世界情報の認識・理解・生成を行うシステムに関する研

究を行う。 

授業科目 
(博士特別演習) 

(博士特別研究) 

・計算機・知能工学特別演習 

・計算機・知能工学特別研究 

対象研究室 知能数理、知能情報メディア 

制御 

・ロボティクス 

概  要 

大規模システムや未知環境におけるシステムの制御理論、特にマルチ

エージェント制御理論および知的制御理論などの先端的な制御アル

ゴリズムの開発研究と電力ネットワークなどの社会システムへの応

用研究を行うとともに、環境認識技術を搭載した自律移動ロボットや

人間と協働するロボットシステムの開発研究を推進し、制御工学およ

びロボット工学の研究・教育を行う。 

授業科目 
(博士特別演習) 

(博士特別研究) 

・制御・ロボティクス特別演習 

・制御・ロボティクス特別研究 

対象研究室 制御システム、モビリティ工学（豊田中央研究所との連携客員部門） 

機能機械 

・電子機械 

概  要 

次世代ロボットなど、高度な機械システムに必要となるハードウェア

技術に関係する、精密機械加工と半導体微細加工技術を高度化し、精

度と生産性を高いレベルで実現する。新材料と加工技術によって、モ

ータやアクチュエータのエネルギー効率を高める。センサデバイスな

どの電子化技術を融合し、安全性や快適性も含めた、機能機械・電子

機械に関する教育・研究を行う。 

授業科目 
(博士特別演習) 

(博士特別研究) 

・機能機械・電子機械特別演習 

・機能機械・電子機械特別研究 

対象研究室 電磁システム、機械創成、マイクロメカトロニクス 

機械科学 

・設計工学 

概  要 

機械工学の礎をなす熱・流体及び固体の移動・流動・変形現象を対象

に、解析的、実験的、及び計算力学に基づくアプローチにより、未解

決現象の解明やシミュレーションの方法論の開発と応用、計測・情報

処理技術の開発、及び力学特性向上のための最適設計法の構築等に関

して、基礎から応用に関する教育・研究を行う。 

授業科目 
(博士特別演習) 

(博士特別研究) 

・機械科学・設計工学特別演習 

・機械科学・設計工学特別研究 

対象研究室 熱エネルギー工学、流体工学、固体力学、設計工学 
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【付録】大学院工学研究科博士後期課程 各専攻の教育研究分野                                                                                                 

 

②極限材料専攻 

教育研究分野 概要／授業科目／対象研究室 

表面 

・ナノ構造物質 

概  要 

表面・界面に留意しつつ、金属・半導体・炭素材料などのナノ・量子

構造の作製と評価を行なう。バルクとは異なる表面・界面の特異性を

利用し、電子伝導、光電変換、局所反応などに関する新しい機能や従

来にない特性を有する材料・素子の開発、また機構解明を目指し、そ

のための基礎から応用に渡る教育・研究を行う。 

授業科目 
(博士特別演習) 

(博士特別研究) 

・表面・ナノ構造物質特別演習 

・表面・ナノ構造物質特別研究 

対象研究室 量子界面物性、表面科学、界面制御プロセス 

分子 

・化学機能物質 

概  要 

炭素材料や有機高分子、ならびに金属酸化物の機能は、電子構造や立

体構造だけでなくその高次集合構造に大きく依存する。これらの素材

の一次構造や高次構造を原子や分子レベルで精密に制御しつつ高性

能な材料や金属ナノ粒子を担持した高機能触媒を合成し、その生成過

程や構造の解析、ならびに構造−機能の相関について教育・研究を行

う。 

授業科目 
(博士特別演習) 

(博士特別研究) 

・分子・化学機能物質特別演習 

・分子・化学機能物質特別研究 

対象研究室 
触媒有機化学、高分子ナノ複合材料、機能セラミックス 

環境化学（豊田中央研究所との連携客員部門） 

材料物性 

・プロセス 

概  要 

多様な物質の性質を理解し、さらにその性質を最大限に活用するため

の独創的なプロセス技術の開発を目標としている。主要なテーマは、 

(1)高機能フォトニクス・ガラス材料の研究 

(2)過酷な使用環境に耐え得る機械部品の研究 

(3)金属の融解温度、量子磁性体等の理論的研究 

授業科目 
(博士特別演習) 

(博士特別研究) 

・材料物性・プロセス特別演習 

・材料物性・プロセス特別研究 

対象研究室 材料プロセス、フロンティア材料、理論物理学、数理物理学 

電子機能材料 

概  要 

機能性電子材料・機能デバイスの実現を目指して、半導体材料物性の

解明とその制御に基づく光・電子デバイスの創製、原子レベルでスピ

ン構造を制御した高機能光・磁気記録材料、デバイスの創成、および、

電子の運動量分布とエネルギー分布の精密解析に基づく機能性電子

材料の創製に関する教育・研究を行う。 

授業科目 
(博士特別演習) 

(博士特別研究) 

・電子機能材料特別演習 

・電子機能材料特別研究 

対象研究室 半導体、情報記録工学、エネルギー材料、 

光制御材料設計 

概  要 

次世代の光情報通信や光計測には光の振幅、波長、位相を自由に制御

できる新しい素子が必要になる。 光デバイス応用を視野に入れたフ

ォトニクス材料の研究、およびフォトニッククリスタルファイバ構造

等を駆使した光素子の研究を通し、先端フォトニクスの教育・研究を

行う。 

授業科目 
(博士特別演習) 

(博士特別研究) 

・光制御材料設計特別演習 

・光制御材料設計特別研究 

対象研究室 光機能物質 

 

教育研究分野のより詳しい情報については、各研究室のホームページを参照のこと。 
 

 
 



  
 

 

交通アクセスの詳細はホームページ(https://www.toyota-ti.ac.jp/access.html)をご参照ください。 

名古屋

 

 

伏見 原 高坂小学校 （正門）豊田工大 
地下鉄東山線 地下鉄鶴舞線 

 

市バス 

幹原１号系統 徒歩 

 2 分 

 
21 分 

 

12 分 

 
10 分 

 

鳴海 高坂小学校前 
 

徒歩 

 

名鉄バス 平針運転免許試験場行 

 
20 分 

 

10 分 

 

（正門）豊田工大 

●高坂小学校 

バス停 

● 
 

キャンパス周辺地図 

 
※車両は入れません 
 

南門 
 

32 分 

 

名古屋 
 

相生山 
 

地下鉄桜通線 

 

徒歩 

 （南門）豊田工大

 
10 分 

 


